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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）融点５０～１２０℃の固形油分および／または油性ゲル化剤３～４０質量％、（
Ｂ）油溶性樹脂１～１５質量％、（Ｃ）揮発性油分５～６０質量％、（Ｄ）ＨＬＢ値が５
～１１である非イオン性界面活性剤０．１～１０質量％、（Ｅ）粉体３～７０質量％およ
び（Ｆ）不揮発性油分０～１０質量％を含有してなり、前記（Ｂ）成分が、シリコーン系
樹脂、ロジン酸系樹脂、キャンデリラ樹脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂およびポリビニルイソ
ブチルエーテルから選択される少なくとも１つであり、前記（Ｆ）成分と（Ｂ）成分の割
合［（Ｆ）／（Ｂ）（質量比）］が１以下であることを特徴とする油性毛髪着色料。
【請求項２】
　前記（Ｄ）成分が、ＨＬＢ値が５～１０である非イオン性界面活性剤である請求項１に
記載の油性毛髪着色料。
【請求項３】
　前記（Ｄ）成分が、２５℃で固体状であり、ＨＬＢ値が６～１０である非イオン性界面
活性剤、または２５℃で液状であり、ＨＬＢ値が６～８である非イオン性界面活性剤であ
る請求項１または２記載の油性毛髪着色料。
【請求項４】
　前記（Ｄ）成分が、２５℃で固体状であり、ＨＬＢ値が６～１０である非イオン性界面
活性剤を少なくとも５０質量％の割合で含むものである請求項１または２記載の油性毛髪
着色料。
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【請求項５】
　前記（Ｆ）成分の割合が、全組成に対して０．１～８質量％である請求項１～４のいず
れかに記載の油性毛髪着色料。
【請求項６】
　前記（Ｅ）成分が、着色顔料と体質顔料の混合物である請求項１～５のいずれかに記載
の油性毛髪着色料。
【請求項７】
　前記（Ｂ）成分が、シリコーン系樹脂である請求項１に記載の油性毛髪着色料。
【請求項８】
　前記（Ｄ）成分が、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油
、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、脂肪酸ポ
リオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸グリセリル、脂肪酸ポリ
オキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンポリオキシプロピレンコポリマー、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン
コポリマーと長鎖アルコールとのエーテル、およびポリブチレングリコールポリグリセリ
ンコポリマーと長鎖アルコールのエーテルから選択される少なくとも一つである請求項１
～７のいずれかに記載の油性毛髪着色料。
【請求項９】
　ＨＬＢ値が１１を越える非イオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界
面活性剤および両性界面活性剤から選ばれる親水性界面活性剤を含む場合には、該親水性
界面活性剤の含有量が全組成中２質量％以下である請求項１～８のいずれかに記載の油性
毛髪着色料。
【請求項１０】
　前記（Ｃ）成分が、常圧における沸点６０℃～２６０℃を有しており、且つ、環状シリ
コーン油、シリコーン油、および炭化水素油から選択される少なくとも１つである請求項
１～９のいずれかに記載の油性毛髪着色料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　 本発明は一時染毛料である油性毛髪着色料に関し、さらに詳細には、耐水性、耐色移
り性に優れるとともに、洗髪時の洗い落とし性にも優れた油性毛髪着色料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　頭髪用染毛剤は、一般に（１）酸化染料を用いて頭髪中で発色させることで着色する永
久染毛剤（ヘアダイ、ヘアカラー等と称されることがある。）、（２）酸性染料等を頭髪
に浸透吸着させることで着色する半永久染毛料（ヘアマニキュア、カラートリートメント
等と称されることがある。）および（３）頭髪上に主として顔料からなる着色剤を含む着
色皮膜を形成させることで着色する一時染毛料に分類されている。この一時染毛料は、毛
髪着色料とも云い、剤型によりヘアマスカラ、ヘアカラースティック等と称されている。
これらの頭髪用染毛剤のなかで一時染毛料は、頭髪へのダメージが少なく、洗髪により容
易に除去でき、簡便に用いることができることから、気軽に毛染めを楽しむことができる
ものとして需要者に好まれている。
【０００３】
　その反面、一時染毛料（毛髪着色料）は、永久染毛剤に比べて概して色持ちや耐水性が
十分でなく、また、色移りし易い（すなわち、二次付着を起こしやすい）という欠点を有
している。このような一時染毛料の欠点を改良すべく従来からいろいろな検討が行われて
おり、たとえば、特許文献１には、揮発性油分、撥水性ポリマー、粉体、非揮発性油分を
組み合わせることにより、塗布後の二次付着を生じず、色持ちのよい染毛剤が得られる旨
、記載されている。特許文献１の実施例において具体的に示されている染毛剤の配合は、
撥水性のポリマーとして用いられるシリコーン樹脂を多量に含むものか、または非揮発性
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油分を多量に含むものがほとんどである。これらの成分を多量に含む染毛剤は、耐水性の
改善や二次付着の抑制の点では優れているものの、シャンプー等による洗髪では染毛剤が
落ち難いという問題がある。
【０００４】
　特許文献２では、融点５５℃以上の固形油、イソステアリン酸、無機着色顔料を配合し
た毛髪着色料が提案されており、その毛髪着色料はごわつきがなく、持続性に優れ、洗髪
時の洗い落とし易さにも優れる旨記載されている。実施例に示されている配合は、イソス
テアリン酸や流動パラフィンのような不揮発性油分を多量に含む反面、樹脂成分や揮発性
油分はほとんど含まないものである。本発明者らの実験によれば、このような組成の毛髪
着色料は、耐水性と耐色移り性において必ずしも満足できるものとは言えなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－２６５３５４号公報
【特許文献２】特開２０１４－９７９７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、このような背景技術の下に完成したものであり、その目的は、毛髪着色料が
有する簡便性、髪へのダメージのなさを維持しつつ、耐水性と耐色移り性に優れ、なおか
つ洗髪時にはシャンプーで容易に洗い落とし可能な油性毛髪着色料を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記課題を解決するために鋭意研究した結果、油性毛髪着色料において
、固形油分、油溶性樹脂、揮発性油分および粉体を併用するとともに、界面活性剤として
特定のＨＬＢ値を有する非イオン性界面活性剤を用い、且つ、不揮発性油分の配合量を制
限することにより、耐水性、耐色移り性に優れ、シャンプーで容易に洗い落とし可能な油
性毛髪着色料が得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
 　かくして本発明によれば、（Ａ）融点５０～１２０℃の固形油分および／または油性
ゲル化剤３～４０質量％、（Ｂ）油溶性樹脂１～１５質量％、（Ｃ）揮発性油分５～６０
質量％、（Ｄ）ＨＬＢ値が５～１１の非イオン性界面活性剤０．１～１０質量％、（Ｅ）
粉体３～７０質量％および（Ｆ）不揮発性油分０～１０質量％を含有してなり、前記（Ｆ
）成分と（Ｂ）成分の割合［（Ｆ）／（Ｂ）（質量比）］が１以下である油性毛髪着色料
が提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の油性毛髪着色料は、耐水性、耐色移り性に優れ、さらにシャンプーで容易に洗
い落とすことが可能であるため、染毛効果と簡便な使用性に優れている。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の油性毛髪着色料は、必須成分として（Ａ）固形油分および／または油性ゲル化
剤、（Ｂ）油溶性樹脂、（Ｃ）揮発性油分、（Ｄ）ＨＬＢ値が５～１１の非イオン性界面
活性剤および（Ｅ）粉体を含有し、且つ、好ましい任意成分として（Ｆ）不揮発性油分を
含有している。
【００１１】
　本発明に使用される（Ａ）成分は、（Ａ－１）融点５０～１２０℃の固形油分および／
または（Ａ－２）油性ゲル化剤である。かかる（Ａ）成分は、後述する（Ｂ）油溶性樹脂
とともに（Ｅ）粉体を毛髪に付着させることに寄与するとともに、油性毛髪着色料に粘性
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又は硬さを付与し、剤型が液状の場合には粉体の沈降防止を防いで系の安定性に寄与し、
また、剤型が固形の場合にはスティック状やケーキ状といった形状の保型性に寄与する。
【００１２】
（Ａ－１：固形油分）
　本発明において（Ａ－１）成分の固形油分は常温で固体の油であり、その融点は５０～
１２０℃、好ましくは５５℃～１０５℃、より好ましくは６０～１００℃である。固形油
分の融点は、医薬部外品原料規格の一般試験法である融点測定法第２法によって測定する
ことができる。融点が過度に低い場合は、耐水性、保型性に劣り、過度に高い場合は、（
Ｃ）成分の揮発性油分とともに溶融させる際に高温での操作が必要になるため製造上不利
になる。
【００１３】
　かかる固形油分としては、具体的には、例えばパラフィンワックス、ポリエチレンワッ
クス、エチレンプロピレンコポリマー、マイクロクリスタリンワックス、セレシン、オゾ
ケライト、合成ワックス、フィッシャートロプシュワックス等の炭化水素系ワックスや、
モクロウ、カルナウバワックス、キャンデリラワックス、ライスワックス、ミツロウ（ビ
ーズワックス）、水添ホホバ油、硬化油、高級アルコール、シリコーンワックス等が挙げ
られる。
【００１４】
　これら固形油分の市販品としては、パラフィンワックスである日本精鑞社製のパラフィ
ンワックス１３５、パラフィンワックス１４０、パラフィンワックス１５０、ＨＮＰ－１
１、マイクロクリスタリンワックスである日本精鑞社製のＨＮＰ－９、Ｈｉ－Ｍｉｃ－２
０６５、Ｈｉ－Ｍｉｃ－１０７０、Ｈｉ－Ｍｉｃ－１０８０、Ｈｉ－Ｍｉｃ－１０９０、
ＨＮＰ－０１９０、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ社製のＭｕｌｔｉｗａｘ　Ｗ－４４５、ポリエチ
レンワックスであるＮＥＷ　ＰＨＡＳＥ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ社のＰＥＲＦＯＲＭ
ＡＬＥＮＥ　４００、ＰＥＲＦＯＲＭＡＬＥＮＥ　５００、ＰＥＲＦＯＲＭＡＬＥＮＥ　
６５５、合成ワックスであるＣＩＲＥＢＥＬＬＥ社のＣＩＲＥＢＥＬＬＥ　１０８、ＣＩ
ＲＥＢＥＬＬＥ　３０５、キャンデリラワックスであるセラリカＮＯＤＡ社の精製キャン
デリラワックスＮＯ．１、キャンデリラＮＣ１６３０、横関油脂工業社の精製キャンデリ
ラワックスＣＧ－７、精製キャンデリラワックスＳＲ－３、日本ナチュラルプロダクツ社
の精製キャンデリラワックスＣＧ－７、精製キャンデリラワックスＳＲ－３、日本ナチュ
ラルプロダクツ社の高融点キャンデリラワックスＦＲ１００等が挙げられる。
【００１５】
（Ａ－２：油性ゲル化剤）
　本発明において（Ａ－２）成分の油性ゲル化剤は、常温で液状の油に溶解又は分散し、
常温においてその油を増粘又はゲル化する機能を有するものである。かかる油性ゲル化剤
としては、デキストリン脂肪酸エステル、イヌリン脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステ
ル、デンプン脂肪酸エステル、有機変性粘土鉱物、金属セッケン、１２－ヒドロキシステ
アリン酸等を挙げることができる。
【００１６】
　上記デキストリン脂肪酸エステルは、デキストリンまたは還元デキストリンと高級脂肪
酸とのエステルであり、パルミチン酸デキストリン、パルミチン酸／２－エチルヘキサン
酸デキストリン等を挙げることができる。パルミチン酸デキストリンの市販品としては、
たとえば、千葉製粉社製のレオパールＫＬ２やレオパールＴＬ２が挙げられ、パルミチン
酸／２－エチルヘキサン酸デキストリンの市販品としては、たとえば、千葉製粉社製のレ
オパールＴＴ２が挙げられる。
　上記イヌリン脂肪酸エステルは、フラクトオリゴ糖の１種であるイヌリンと高級脂肪酸
とのエステルである。イヌリンは平均分子量３００～１００００のものが好ましく用いら
れる。イヌリン脂肪酸エステルの具体例としてはステアリン酸イヌリンが挙げられ、その
市販品としては、たとえば、レオパールＩＳＫ２（千葉製粉社製）等が挙げられる。
　上記ショ糖脂肪酸エステルは油溶性のショ糖脂肪酸エステルであり、その具体例として
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ステアリン酸スクロースや酢酸ステアリン酸スクロース等が挙げられる。市販品として、
シュガーワックスＳ－１０Ｅ、コスメライクＳ－１０、シュガーワックスＡ－１０Ｅ（ 
いずれも第一工業製薬社製）等が挙げられる。
【００１７】
　上記有機変性粘土鉱物としては、モンモリロナイト、サポナイト、ヘクトライト、ベン
トナイトなどのような粘土鉱物の結晶層間に介在する変換性カチオンを有機極性化合物や
有機カチオンで置換したものなどが挙げられる。具体的には、ジメチルジステアリルアン
モニウムヘクトライト（ジステアルジモニウムヘクトライト）、ジメチルジステアリルア
ンモニウムベントナイト（クオタニウム－１８ベントナイト）や、ジオクタデシルジメチ
ルアンモニウム塩変性モンモリロナイト、オクタデシルジメチルベンジルアンモニウム塩
変性モンモリロナイト、ジヘキサデシルジメチルアンモニウム塩変性モンモリロナイト等
が挙げられる。市販品としては、たとえば、ジステアルジモニウムヘクトライトであるベ
ントン３８Ｖ、クオタニウム－１８ベントナイトであるベントン３４、ベンジルジメチル
ジステアリルアンモニウムヘクトライトであるベントン２７（ いずれもエレメンティス
社製）などが挙げられる。
　上記金属セッケンとしては、ステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸カルシウム等が
挙げられる。
【００１８】
　上記（Ａ）成分は単一の化合物を選択して使用してもよいし、また、二種以上の化合物
を適宜組み合わせて用いることもできる。（Ａ）成分の含有量は、油性毛髪着色料全体に
対して３～４０質量％であり、好ましくは６～３０質量％、より好ましくは７～２５質量
％である。（Ａ）成分が過度に少ないと耐水性が十分ではなくなるとともに、粉体が沈降
し易くなるために系の安定性が低下し、過度に多い場合は、洗髪時に洗い落とすことが難
しくなり、また、使用する際に伸びが悪く、塗布し難くなる。剤型が固形の油性毛髪着色
料を調製するに当たっては、（Ａ）成分として（Ａ－１）融点５０～１２０℃の固形油分
を用いることが好ましく、それによってとくに良好な保型性を得ることができる。また、
ヘアマスカラのように剤型が液状ないしペースト状の油性毛髪着色料を調製する場合には
、（Ａ）成分として（Ａ－２）油性ゲル化剤を用いることが好ましい。
【００１９】
（Ｂ：油溶性樹脂）
　（Ｂ）成分の油溶性樹脂は油性成分に溶解するものであり、揮発性油分が揮発した後に
毛髪上に皮膜を形成する。この成分を含むことによって（Ｅ）成分の粉体が毛髪に固着し
やすくなる。油溶性樹脂は、通常、化粧料に使用されるものであれば特に制限されず、そ
の具体例として、たとえば、トリメチルシロキシケイ酸、部分架橋オルガノポリシロキサ
ン、トリ（トリメチルシロキシ）シリルプロピルカルバミド酸プルラン、ポリメチルシル
セスキオキサン、ポリプロピルシルセスキオキサン、フッ素変性シリコーン、アクリル変
性シリコーン、シリコーンデンドリマー変性樹脂化合物等のシリコーン系樹脂；水添ロジ
ン酸ペンタエリスリット、水添アビエチン酸グリセリル等のロジン酸系樹脂；キャンデリ
ラ樹脂、ポリ酢酸ビニル系樹脂、ポリビニルイソブチルエーテルなどが挙げられる。なお
、キャンデリラ樹脂とは、キャンデリラワックスを有機溶剤にて分別抽出して得られる樹
脂分であって、樹脂分含量が好ましくは６５質量％以上、更に好ましくは８５％質量以上
のものである。
【００２０】
　これらの中でも、シリコーン系樹脂が耐水性、耐色移り性の点で優れており、トリメチ
ルシロキシケイ酸が特に好ましい。油溶性樹脂の市販品としては、トリメチルシロキシケ
イ酸を予め溶剤に溶解させたＸ－２１－５５９５、ＫＦ－７３１２Ｊ、ＫＦ－７３１２Ｆ
（いずれも信越化学工業社製）、シリコーンデンドリマー変性樹脂化合物を予め溶剤に溶
解させたＦＡ４００１ＣＭ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ａｃｒｙｌａｔｅ、ポリプロピルシルセ
スキオキサンを予め溶剤に溶解させた６７０Ｆｌｕｉｄ（いずれも東レ・コーニング社製
）、水添ロジン酸グリセリルであるＰＩＮＥＣＲＹＳＴＡＬ　ＫＥ－３１１（ハリマ化成
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社製）、キャンデリラ樹脂Ｅ－１(日本ナチュラルプロダクツ社製)等が挙げられる。これ
らは単独で用いてもよく、また、適宜組み合わせて用いることもできる。
【００２１】
　（Ｂ）成分の油溶性樹脂の含有量は、油性毛髪着色料全体に対し、１～１５質量％、好
ましくは３～１３質量％、より好ましくは５～１２質量％である。（Ｂ）成分が過度に少
ないと耐水性、耐色移り性が十分ではなくなり、過度に多い場合は、洗髪時に洗い落とし
にくいものとなる。
【００２２】
（Ｃ：揮発性油分）
　本発明で用いる（Ｃ）成分の揮発性油分は、通常の化粧料に用いられるものであれば制
限されない。通常は、常圧における沸点が６０℃～２６０℃、好ましくは１００～２２０
℃のものであり、その具体例として、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチル
シクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサンなどの環状シリコーン油
、低分子量のジメチコン、メチルトリメチコンなどのシリコーン油、イソドデカン、イソ
ヘキサデカン、炭素数８～１６の化合物を主成分とする飽和イソパラフィン系炭化水素油
（たとえば、水添ポリイソブテン）などの炭化水素油等が挙げられる。
【００２３】
　市販品としては、信越化学工業株式会社製のＫＦ－９９４（オクタメチルシクロテトラ
シロキサン）、ＫＦ－９９５（デカメチルシクロペンタシロキサン）、ＫＦ－９６Ａ－１
ｃｓ（オクタメチルトリシロキサン）、ＫＦ－９６Ｌ－１．５ｃｓ（デカメチルテトラシ
ロキサン）、ＴＭＦ－１．５（メチルトリメチコン）、丸善石油化学社製のマルカゾール
Ｒ（イソドデカン）、出光興産社製のＩＰソルベント１６２０（水添ポリイソブテン）、
同２０２８（水添ポリイソブテン）等が挙げられる。これらの内、保存安定性、揮発速度
の面から、オクタメチルトリシロキサン、メチルトリメチコン、イソドデカン、炭素数８
～１６の化合物を主成分とする水添ポリイソブテンが好ましく用いられる。
【００２４】
　かかる（Ｃ）成分の使用量は、全組成中に５～６０質量％、好ましくは１０～５５質量
％、より好ましくは１５～５０質量％である。この量が過度に少ないと毛髪に塗布する際
、伸び広げにくくなり、所望の部分に均一に塗布することが困難になる。また、この量が
過度に多い場合は、毛髪への残留成分が少なくなり着色力が低下する。
【００２５】
（Ｄ：界面活性剤）
　本発明においては、（Ｄ）成分としてＨＬＢ値が５～１１の範囲にある非イオン性界面
活性剤が用いられる。非イオン性界面活性剤のＨＬＢ値が５未満の場合は、洗髪時の洗い
落とし性が不十分となり、逆に、ＨＬＢ値が１１を越える場合には耐水性に劣るものとな
る。なかでも、ＨＬＢ値が６～１０の範囲にあると、耐水性および洗い落とし性のバラン
スが良好である。好ましい（Ｄ）成分は、２５℃で液状のＨＬＢ値が６～８の非イオン性
界面活性剤および２５℃で固体状のＨＬＢ値が６～１０の非イオン性界面活性剤であり、
耐水性および耐色移り性の観点から固体状の非イオン性界面活性剤がとくに好ましく用い
られる。（Ｄ）成分は、単一の非イオン性界面活性剤であっても、また、複数の非イオン
性界面活性剤を組み合わせたものであってもよいが、液状の非イオン性界面活性剤と固体
状の非イオン性界面活性剤を組み合わせて用いる場合には、固体状の非イオン性界面活性
剤を（Ｄ）成分全体の中で５０質量％以上、さらには７０質量％以上とすることが耐水性
および耐色移り性の観点から好ましい。本発明においては上記範囲のＨＬＢ値を有する非
イオン性界面活性剤を用いることが重要であり、それに代えてアニオン系界面活性剤、カ
チオン系界面活性剤または両性界面活性剤を使用しても、耐水性、耐色移り性、洗髪時の
洗い落とし易さに優れた毛髪着色料を得ることはできない。
【００２６】
　なお、ＨＬＢとは親水性と親油性のバランスを０～２０までの値で示す指標であり、０
に近づくほど親油性が高く、２０に近づくほど親水性が高いことを示している。ＨＬＢ値
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の算出法としては種々の計算法が知られている他、製造元から提供されるカタログなどに
その値が記載されている。本明細書においては、非イオン性界面活性剤のＨＬＢは、非イ
オン性界面活性剤が市販品である場合には、メーカーカタログ記載のＨＬＢ値を採用して
おり、また、市販品ではない場合には、「界面活性剤便覧」第３０７頁（産業図書株式会
社出版、１９６０年発行）に記載されているグリフィン（Ｇｒｉｆｆｉｎ）の方法（ＨＬ
Ｂ値=２０×親水部の式量の総和／分子量）により算出した数値を採用している。
【００２７】
　（Ｄ）成分として用いるＨＬＢ値が５～１１の非イオン性界面活性剤の具体例としては
、ステアリン酸ポリグリセリル－４、オレイン酸ポリグリセリル－２、ジステアリン酸ポ
リグリセリル－１０などのポリグリセリン脂肪酸エステル；　ＰＥＧ－１０水添ヒマシ油
、ＰＥＧ－２０水添ヒマシ油などのポリオキシエチレン硬化ヒマシ油；　ステアリン酸Ｐ
ＥＧ－２、ステアリン酸ＰＥＧ－５などのポリオキシエチレン脂肪酸エステル；　セテス
－２、オレス－３、ステアレス－６などのポリオキシエチレンアルキルエーテル；　ステ
アリン酸ステアレス－６、イソステアリン酸ラウレス－８、ステアリン酸ステアレス－１
２などの脂肪酸ポリオキシエチレンアルキルエーテル；　イソステアリン酸ＰＥＧ－３グ
リセリル、トリステアリン酸ＰＥＧ－１５グリセリル、トリイソステアリン酸ＰＥＧ－１
０グリセリル、トリステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリルなどのポリオキシエチレン脂肪
酸グリセリル；　イソステアリン酸ＰＥＧ－１５水添ヒマシ油、トリイソステアリン酸Ｐ
ＥＧ－２０水添ヒマシ油などの脂肪酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油；などが挙げられ
る。その他にもポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンポリ
オキシプロピレンコポリマー、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンコポリマーと長
鎖アルコールとのエーテル、ポリブチレングリコールポリグリセリンコポリマーと長鎖ア
ルコールのエーテルなどを挙げることができる。なかでも、ポリオキシエチレン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレン脂肪酸グリセリル、脂肪酸ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油
および脂肪酸ポリオキシエチレンアルキルエーテルが耐水性と洗髪時の洗い落とし易さの
観点から好ましく用いられる。
　（Ｄ）成分として用いる非イオン性界面活性剤が分子中に脂肪酸残基を有する場合、そ
の脂肪酸残基としては、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸
、オレイン酸などのような炭素数１０～２２の高級脂肪酸の残基であることが好ましい。
【００２８】
　（Ｄ）成分として用いる液状の非イオン性界面活性剤の市販品としては、例えば、エマ
レックスＲＷＩＳ－３２０（トリイソステアリン酸ＰＥＧ－２０水添ヒマシ油；日本エマ
ルジョン社製；ＨＬＢ６） 、エマレックスＧＷＳ－３１５（ トリステアリン酸ＰＥＧ－
１５グリセリル；日本エマルジョン社製；ＨＬＢ７）、ユニオックスＧＴ-２０ＩＳ（ト
リイソステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリル；日油社製；ＨＬＢ８）等があり、また、２
５℃で固体状の市販品としては、例えば、エマレックスＧＷＳ－３２０（トリステアリン
酸ＰＥＧ－２０グリセリル；日本エマルジョン社製；ＨＬＢ８）、エマレックスＳＷＳ－
１２（ステアリン酸ステアレス－１２；日本エマルジョン社製；ＨＬＢ８）、エマレック
ス６０８（ステアレス－８；日本エマルジョン社製；ＨＬＢ９）等がある。
【００２９】
　（Ｄ）成分の使用量は、全組成中に０．１～１０質量％、好ましくは０．５～８質量％
、より好ましくは１～６質量％、とくに好ましくは１．５～４質量％である。この量が過
度に少ない場合は洗髪時の洗い落とし性が低下し、過度に多い場合は耐水性が低下する。
【００３０】
本発明においては、上記（Ｄ）成分の他に、ＨＬＢ値が１１を越える非イオン性界面活性
剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤および両性界面活性剤から選ばれる親
水性界面活性剤を、本発明の効果を本質的に損なわない範囲で適宜併用することができる
。しかし、これらの親水性界面活性剤は化粧料の耐水性を低下させ易いので、これらの親
水性界面活性剤を含む場合には、全組成中に２質量％以下、好ましくは０．５質量％以下
、さらに好ましくは０．１質量％以下にすることが適切であり、これら親水性界面活性剤
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の（Ｄ）成分対する比率は１０質量％以下が好ましく、より好ましくは５質量％以下であ
る。また、また、ＨＬＢ値が５未満の非イオン界面活性剤は油性成分として機能するので
適宜含んでいてもよいが、その量が過度に多くなると耐色移り性が低下するので、全組成
中に１０質量％以下、さらには５質量％以下にすることが適切である。
【００３１】
（Ｅ：粉体）
　本発明に用いられる（Ｅ）成分の粉体は、毛髪を着色するための着色顔料と、所望によ
り併用される体質顔料とからなる。これら粉体は、通常、化粧料に配合されるものであれ
ば特に限定されるものではなく、その形状（球状、針状、板状等）や粒子径（煙霧状、微
粒子、顔料級等）、粒子構造（多孔質、無孔質等）を問わずいずれのものも使用すること
ができる。着色顔料としては、無機着色顔料および有機着色顔料が用いられるが、洗髪時
の洗い落とし易さの点から無機着色顔料であることが好ましい。
【００３２】
　無機着色顔料としては、たとえば、酸化チタン、酸化亜鉛等の無機白色顔料；酸化鉄、
水酸化鉄、チタン酸鉄等の無機赤色系顔料；γー酸化鉄等の無機褐色系顔料；黄酸化鉄、
黄土等の無機黄色系顔料；黒酸化鉄、カーボンブラック等の無機黒色顔料；マンガンバイ
オレット、コバルトバイオレット等の無機紫色系顔料；水酸化クロム、酸化クロム、酸化
コバルト、チタン酸コバルト等の無機緑色系顔料；紺青、群青等の無機青色系顔料；雲母
チタン、酸化チタン被覆ガラスフレーク等の光輝性顔料；等を例示することができる。
【００３３】
　有機着色顔料としては、赤色２０２号、赤色２２６号、青色４０４号、黄色４０１号等
の有機顔料、赤色１０４号、黄色４号、黄色５号、青色１号等の色素をレーキ化したもの
、天然色素であるカルミン酸、ラッカイン酸、カルサミン等をレーキ化したもの等を例示
できる。レーキ化されていない水溶性の色素も配合することができるが、毛髪に染着し、
洗髪時の洗い落とし性が低下するため、配合する場合は配合量を少量にするか、他の粉体
と複合化して溶出量を低減させて配合することが望ましい。
【００３４】
　体質顔料は、油性毛髪着色料の着色力の調整および硬さや塗布のし易さを調整する目的
で適宜使用される。体質顔料としては、たとえば、タルク、白雲母、合成雲母、金雲母、
合成フッ素金雲母、セリサイト、ゼオライト、カオリン、ベントナイト、クレー、ケイ酸
、無水ケイ酸（シリカ）、ケイ酸マグネシウム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ
酸カルシウム、硫酸バリウム、炭酸マグネシウム、窒化ホウ素、オキシ塩化ビスマス、ア
ルミナ、酸化ジルコニウム、ヒドロキシアパタイト等の無機体質顔料；シリコーン粉末、
シリコーン弾性粉末、ポリウレタン粉末、セルロース粉末、ナイロン粉末、シルク粉末、
ＰＭＭＡ粉末、スターチ、ポリエチレン粉末、ラウロイルリシン、金属セッケン等の有機
体質顔料；およびこれらの複合体を例示することができる。これらの中でも体積平均粒子
径が０．１～２０μｍの多孔質球状シリカ、セリサイト、タルク、ラウロイルリシンが毛
髪への塗布のし易さから好ましく用いられる。
【００３５】
　本発明に用いられる（Ｅ）成分の粉体は表面処理されたものを用いることも可能である
。かかる表面処理としては、例えばメチルハイドロジェンポリシロキサン、（ジメチコン
／メチコン）コポリマー等のシリコーンによる焼付け処理、ステアリン酸等の脂肪酸処理
、ステアリン酸アルミニウムやステアリン酸亜鉛等の脂肪酸金属石ケン処理、アシル化ア
ミノ酸処理、アシル化アミノ酸（塩）と脂肪酸（塩）の混合処理であるリポアミノ酸処理
、パーフルオロアルキルリン酸塩等のフッ素処理、シリル化処理、セバシン酸イソステア
リル等の酸性エステル処理等公知の表面処理を使用することができる。これらの疎水化表
面処理は耐水性を向上させる効果があるが、洗髪時の洗い落とし性が低下する傾向がある
ため、未処理の粉体を用いることがより好ましい。
【００３６】
　本発明に用いられる（Ｅ）成分の配合量は、全組成中に３～７０質量％であり、好まし
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くは５～６５質量％、より好ましくは、１０～５５質量％である。過度に少ない場合は、
着色効果が不足するとともに、耐色移り性が低下し、過度に多い場合は、毛髪に塗り広げ
ることが困難になる。（Ｅ）成分として着色顔料と体質顔料の混合物を使用する場合、体
質顔料の配合割合は（Ｅ）成分中の５～９０質量％、好ましくは、１０～８０質量％、よ
り好ましくは２０～７０質量％である。体質顔料をこのような割合で含むことによって、
油分によるべたつきを抑え、耐色移り性をより向上させることができる。
（Ｅ）成分の粉体の内、着色顔料の配合量は、全組成中に３～５０質量％であることが好
ましく、より好ましくは５～４５質量％、さらに好ましくは、１０～４０質量％とするこ
とにより、適度な着色効果を得ることができる。
【００３７】
　（Ｆ：不揮発性油分）
　本発明の毛髪着色料においては、任意成分として（Ｆ）不揮発性油分を１０質量％以下
の範囲で含有させることができる。ここで、「不揮発性油分」とは、常温・常圧で液体の
油分および融点が５０℃未満の半固形油分を指し、沸点が２６０℃以下の揮発性油分およ
び水溶性成分は含まない。また、ＨＬＢ値が５未満の非イオン性界面活性剤は、上記の条
件に合致する限り、「不揮発性油分」に含まれる。
【００３８】
　（Ｆ）不揮発性油分を過度に含有すると耐色移り性が低下するため、（Ｆ）成分の含有
量は１０質量％以下であることが必要であり、好ましくは８質量％以下、さらに好ましく
は５質量％以下とすることが適切である。半面、（Ｆ）成分を使用すると、毛髪着色料を
製造する工程において（Ａ）成分である固形油分を（Ｃ）成分である揮発性油分に溶解す
る際の操作性がよくなるほか、洗髪時の洗い落とし性が向上する。そのため、（Ｆ）成分
の割合が、全組成中の０．１質量％以上、さらには０．５質量％以上、とくに１質量％以
上となるようにするのが好ましい。
【００３９】
　また、（Ｆ）不揮発性油分は（Ｂ）油溶性樹脂とともに（Ｅ）成分の粉体の付着剤とし
て機能するが、（Ｆ）成分の量が（Ｂ）成分よりも多くなると油性毛髪着色料の耐色移り
性が低下する。そのため、両者の使用比率［（Ｆ）不揮発性油剤／（Ｂ）油溶性樹脂（質
量比）］は１以下であることが必要であり、好ましくは０．５以下、さらに好ましくは０
．４以下である。
【００４０】
　本発明で用いられる不揮発性油分は、通常の化粧料に用いられるものであればとくに制
限されず、動物油、植物油、合成油のいずれであってもよい。不揮発性油分の具体例とし
ては、トリエチルヘキサノイン、リンゴ酸ジイソステアリル、イソステアリン酸ポリグリ
セリル－２、トリイソステアリン酸ジグリセリル、デカイソステアリン酸デカグリセリル
、ダイマー酸とダイマージオールとのオリゴマーエステル、テトライソステアリン酸ペン
タエリトリット、テトライソステアリン酸ジグリセリル、イソオクタン酸セチル、ミリス
チン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、ジオ
クタン酸ネオペンチルグリコール、コレステロール脂肪酸エステル、ホホバ油等のエステ
ル類；　ポリブテン、重質流動イソパラフィン、流動パラフィン、α－オレフィンオリゴ
マー、スクワラン、ワセリン、ポリイソブチレンの炭化水素類；　オリーブ油、ヒマシ油
、ミンク油、マカデミアンナッツ油等の油脂類；　イソステアリン酸、オレイン酸等の脂
肪酸類；　オレイルアルコール、イソステアリルアルコール等の高級アルコール類；　低
重合度ジメチルポリシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリ
シロキサン、架橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン等のシリコーン
油類；　パーフルオロポリエーテル等のフッ素系油剤類；　ラノリン、酢酸ラノリン、ラ
ノリン脂肪酸イソプロピル、ラノリンアルコール等のラノリン誘導体類；等が挙げられる
。また、（Ｆ）成分の不揮発性油剤は、ＨＬＢ値が５未満の常温で液状またはペースト状
の非イオン性界面活性剤であってもよい。
【００４１】
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本発明の油性毛髪着色料においては、本発明の効果を本質的に損なわない限り、少量の水
を含んでいてもよい。水の含有量は製剤の安定性の面から化粧料全体の５質量％以下であ
ることが好ましい。
【００４２】
　本発明の油性毛髪着色料は、通常の化粧料に用いられる成分、例えば、多価アルコール
類、低級アルコール、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤、保湿剤、香料、酸化防止剤、防腐剤
、消泡剤、繊維、各種エキス等の添加剤を本発明の効果を損なわない範囲で含有すること
ができる。
【００４３】
　本発明の油性毛髪着色料は、常法にしたがって調製することができる。たとえば、全原
料を融点以上に加熱し、均一に混合した後、溶融状態のまま容器や金型等に流し込み、冷
却または放冷し、油性固形毛髪着色料とすることができる。また、全原料を融点以上に加
熱した後、撹拌しつつ冷却することにより液状乃至ペースト状の製剤とすることができる
。また、色材類を一部の油性成分および／または界面活性剤成分と予め混練した後、その
余の成分と加熱混合することにより得ることもできる。
【００４４】
　本発明の油性毛髪着色料の用途としては、ヘアカラースティック、ヘアマスカラ、ヘア
コンシーラー、ヘアファンデーション、白髪隠し用、眉毛の着色等を例示することができ
る。なかでも、毛髪の生え際等の特定の部分に使用する白髪隠し用としてとくに適してい
る。油性毛髪着色料の形態は用途に応じて適宜選択することができる。たとえば、液状、
ペースト状、固形状等とすることができる。金皿、樹脂皿、スティック容器などに充填し
て使用する油性固形毛髪着色料は、使用しやすく、また、携帯しやすいという利点を有す
る。
【実施例】
【００４５】
　以下に実施例および比較例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれ
らの実施例によって限定されるものではない。なお、以下の記載における処方中の配合量
は、特に断りのない限り全量に対する質量％である。
　また、以下の実施例および比較例における油性毛髪着色料の評価方法は、以下のとおり
である。
【００４６】
（評価用毛束）
　人毛束（ビューラックス社製ＢＭ－Ｗ－Ａ、人白髪、長さ約１２ｃｍ、約０．９ｇ）を
市販シャンプー（花王社製；エッセンシャルシャンプーｃＲ）で洗浄後、十分に乾燥した
。この人毛束に評価用の油性毛髪着色料０．４ｇを均等に塗布し指で良くなじませ、２０
分間自然乾燥し、着色毛束を得た。
（耐水性）
　着色毛束を５００ｍＬガラスビーカー（外径９０ｍｍ、全高１２０ｍｍ）に入れた５０
０ｍＬの水の中に浸漬し３分間静置した。その後、毛束を水中から引き上げ、十分に濡れ
たままの毛束をろ紙（東洋濾紙社製、定性ろ紙、Ｎｏ．１、直径１２５mm）を半分に折り
畳んだ間に挟み、毛束全体を押さえるように重り（水を入れて全量を１．２ｋｇに調整し
た１Ｌガラスビーカー（外径１１０ｍｍ、全高１５０ｍｍ）を載置し、１分間放置した。
その後、毛束を取り除き、２５℃の恒温相で２４時間乾燥させた。このようにして得られ
たろ紙と試験前のろ紙との明度差（ΔＬ＊）を、色彩色差計（Ｘ－ｒｉｔｅ社製、ＳＰ６
０）により測定し（Ｎ数＝３）、下記の評価基準にしたがって耐水性を評価した。明度差
（ΔＬ＊）が大きいほど、多くの油性毛髪着色料が着色毛束からろ紙に移行したこと、す
なわち、耐水性が悪いことを示している。
【００４７】
（評価基準）
　５：ΔＬ＊が１未満
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　４：ΔＬ＊が１以上、５未満
　３：ΔＬ＊が５以上、１０未満
　２：ΔＬ＊が１０以上、１５未満
　１：ΔＬ＊が１５以上
【００４８】
（耐色移り性）
　評価用油性毛髪着色料を約２ｍｇ／ｃｍ２の割合で人工皮膚（商品名：バイオスキンプ
レート、ビューラックス社製）に塗布し、２０分静置して乾燥後、ろ紙（東洋濾紙社製、
ガラスろ紙、ＧＡ１００、直径４５mm）を載せ、１ｋｇの分銅（直径５３ｍｍ）を載せ、
一定の力でろ紙を引き抜いた。このろ紙の色移り部分と試験前のろ紙との明度差（ΔＬ＊
）を、色彩色差計（Ｘ－ｒｉｔｅ社製，ＳＰ６０）により測定し、Ｎ＝３の平均値をもっ
て下記基準に従い評価を行った。明度差（ΔＬ＊）が大きいほど、多くの油性毛髪着色料
が着色毛束からろ紙に移行したこと、すなわち、耐色移り性が悪いことを示している。
【００４９】
（評価基準）
　５：ΔＬ＊が３．５未満
　４：ΔＬ＊が３．５以上、４未満
　３：ΔＬ＊が４以上、４．５未満
　２：ΔＬ＊が４．５以上、５未満
　１：ΔＬ＊が５以上
【００５０】
（洗髪時の洗い落とし易さ）
　評価用油性毛髪着色料を毛髪に塗布し、６～１０時間経過後に市販のシャンプーを用い
て洗髪し、洗髪時の洗い落とし易さについて下記基準を用いて評価した。評点は、専門評
価パネル１０名の評点の平均値である。
【００５１】
（評価基準）
　５：非常に良く落ちる
　４：良く落ちる
　３：目立たないがやや色が残る
　２：色が残る
　１：ほとんど色が残る
【００５２】
（塗り易さ）
評価用油性毛髪着色料の毛髪への塗り易さについて下記基準を用いて評価した。評点は、
専門評価パネル１０名の評点の平均値である。
（評価基準）
　５：非常に塗り易い
　４：塗り易い
　３：どちらとも言えない
　２：塗りにくい
　１：非常に塗りにくい
【００５３】
実施例１～５及び比較例１～２
（ヘアカラースティック）
　表１に示す処方のヘアカラースティックを下記の製造手順に従って調製し、耐水性、耐
色移り性、洗髪時の洗い落とし易さ、塗り易さについて上記の方法により評価を行った。
評価結果は表１に示すとおりである。
【００５４】
（製造手順)



(12) JP 6934238 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

（１）表１に示すＡ相を約１１０℃に加熱し、均一に混合する。
（２）上記（１）で調製した混合液に、Ｂ相およびＣ相を添加し、９０℃で均一に混合す
る。
（３）上記（２）で調製した混合液を、溶融状態のまま８０℃でスティック容器に充填し
た後、放冷してヘアカラースティックとする。
【００５５】
【表１】

【００５６】
※１：商品名　ＰＥＲＦＯＲＭＡＬＥＮＥ　４００　ＰＯＬＹＥＴＨＹＬＥＮＥ（ＮＥＷ
　ＰＨＡＳＥ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ社）
※２：商品名　キャンデリラワックスＮＣ１６３０（セラリカＮＯＤＡ社）



(13) JP 6934238 B2 2021.9.15

10

20

※３：商品名　ＣＩＲＥＢＥＬＬＥ１０８（ＤＫＳＨ社）
※４：商品名　シュガーワックスＡ－１０Ｅ（第一工業製薬社）
※５：商品名　ＥＭＡＬＥＸ　ＧＷＳ－３２０（日本エマルジョン社）
※６：商品名　ＮＩＫＫＯＬ　ＳＩ－１５ＲＶ（日光ケミカルズ社）
※７：商品名　シリカマイクロビードＰ－１５００（日揮触媒化成社）
※８：商品名　シリコーンＫＦ－７３１２Ｊ（信越化学工業社）
【００５７】
　表１の結果から、（Ｄ）成分として用いる非イオン界面活性剤の配合量によって、耐水
性、耐色移り性、洗髪時の洗い落とし性に大きな差が生じることがわかる。すなわち、Ｈ
ＬＢ値が８の固体状非イオン性界面活性剤であるトリステアリン酸ＰＥＧ－２０グリセリ
ルを含有しない比較例１のヘアカラースティックは、耐水性および耐色移り性に優れてい
る反面、洗髪時の洗い落としが極めて困難であるのに対して、実施例１～５のヘアカラー
スティックは、洗髪時の洗い落とし易さが格段に向上しており、耐水性、耐色移り性、塗
り易さにおいても満足すべき性能を備えている。しかし、非イオン性界面活性剤の含有量
が１２質量％のヘアカラースティック（比較例２）は、耐水性と耐色移り性において満足
できるものではなかった。
【００５８】
実施例６～９及び比較例３～５
（ヘアカラースティック）
　表２に示す処方のヘアカラースティックを前記の製造手順に従って調製し、耐水性、耐
色移り性、洗髪時の洗い落とし易さ、塗り易さについて上記の方法により評価を行った。
評価結果は表２に示すとおりである。
【００５９】
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【表２】

【００６０】
※９：商品名　EMALEX GWS-３０４（日本エマルジョン社）
※１０：商品名　EMALEX RWIS-３２０（日本エマルジョン社）
※１１：商品名　EMALEX SWS-１２（日本エマルジョン社）
※１２：商品名　ユニオックス GT-２０IS（日本油脂社）
※１３：商品名　EMALEX ６０８（日本エマルジョン社）
※１４：商品名　EMALEX ６１５（日本エマルジョン社）
※１５：商品名　レオドール TW-O１２０V（花王社）
【００６１】
　表２の結果から、非イオン界面活性剤のＨＬＢ値によって、耐水性および洗髪時の洗い
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落とし性に大きな差が生じることがわかる。すなわち、ＨＬＢ値が２の固体状非イオン性
界面活性剤を使用すると、耐水性および耐色移り性に優れている反面、洗髪時の洗い落と
しに著しく劣っており（比較例３）、また、ＨＬＢ値が１２の固体状非イオン性界面活性
剤、もしくはＨＬＢ値が１５の液状非イオン性界面活性剤を使用すると、耐水性が著しく
劣っている（比較例４および５）。これに対して、実施例６～９のヘアカラースティック
は、洗髪時の洗い落とし易さが格段に向上しており、耐水性、耐色移り性、塗り易さにお
いても満足すべき性能を備えている。とくに、固体状の非イオン性界面活性剤を使用する
実施例７および実施例９のヘアカラースティックは、耐水性および耐色移り性に優れると
ともに、洗い落とし性が極めて良好であった。
【００６２】
実施例１０及び比較例６～７
（ヘアカラースティック）
　表３に示す処方のヘアカラースティックを前記の製造手順に従って調製し、耐水性、耐
色移り性、洗髪時の洗い落とし易さ、塗り易さについて上記の方法により評価を行った。
その結果も併せて表３に示す。参考のため、実施例１の処方および評価結果も再度記載し
た。
【００６３】
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【表３】

 
【００６４】
 　表３に示すように、（Ｂ）成分の含有量が５％のヘアカラースティック（実施例１０
）は、その含有量が１０％のもの（実施例１）に比較して耐水性、耐色移り性がやや低下
するものの十分な性能を有していた。一方、（Ｆ）成分の含有量が１０％を超えると、耐
水性および耐色移り性が著しく低下した（比較例６）。また、（Ｂ）成分の含有量が１５
％を越えると、洗髪時の洗い落とし易さおよび塗り易さに劣っていた（比較例７）。
【００６５】
実施例１１
（ヘアマスカラ）
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　表４に示す処方のヘアマスカラを下記の製造手順に従って調製し、耐水性、耐色移り性
、洗髪時の洗い落とし易さ、塗り易さについて上記の方法により評価を行った。その結果
も併せて表４に示す。
【００６６】
（製造手順)
（１）表４に示すＡ相を約１１０℃に加熱し、均一に混合する。
（２）上記（１）で調製した混合液にＢ相、およびＣ相を添加し、９０℃で均一に混合す
る。
（３）上記（２）で調製した混合液を撹拌しながら３５℃まで冷却し、キャップにブラシ
が装着されたマスカラ容器に充填して、ヘアマスカラとする。
【００６７】
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【表４】

 
【００６８】
 　表４の結果から明らかなように、実施例１１のヘアカラーマスカラは、耐水性、耐色
移り性、洗髪時の洗い落とし易さ、塗り易さに優れたものであった。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明によれば、耐水性、耐色移り性に優れるとともに洗髪時の洗い落とし易さにも優
れた油性毛髪着色料が提供される。
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